
朱
蒸
に
於
け
る
太
極
観

早

川
　
雅
　
子

　
太
極
は
、
そ
の
存
在
形
態
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
存
在
の
根
源
、
或
は
存

在
の
様
相
の
決
定
因
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

『
周
易
』
「
伝
部
」
、
と
り
わ
け
「
繋
辞
伝
」
に
端
を
発
し
、
以
後
の
中
国

思
想
を
、
延
い
て
は
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
思
想
を
通
貫
し
て
い
る
と
思

　
　
｛
1
一

わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
一

　
南
宋
の
朱
喜
一
二
二
二
〇
～
二
一
〇
〇
）
は
、
彼
の
存
在
論
を
『
太
極
図

　
　
　
　
　
　
　
一
3
一

解
並
び
同
図
説
章
句
』
に
於
い
て
集
大
成
し
た
。
同
書
は
、
周
敦
頭
（
一

〇
一
七
～
七
三
）
が
、
繋
辞
伝
を
基
盤
に
万
物
の
生
成
過
程
を
著
し
た
『
太

極
図
並
び
同
図
説
』
の
各
々
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
朱
喜
一
の
存
在
論
の
中
核
を
な
す
太
極
も
、
一
連
の
太
極
解
釈
の
系
列

上
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
4
）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
太
極
は
、
「
太
極
、
理
也
」
と
理
と
も
い
わ
れ
る
。

　
　
一
5
〕

朱
子
学
で
は
、
理
を
知
り
窮
め
る
こ
と
（
窮
理
）
が
、
修
養
の
核
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
一

い
る
。
こ
の
場
合
、
「
知
と
行
」
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
認
識
は
実

践
に
通
じ
、
知
り
窮
め
た
理
は
、
当
為
に
、
時
に
は
必
然
の
法
則
に
な
る

の
で
あ
る
。
「
太
極
理
也
」
と
い
う
規
定
上
、
太
極
も
ま
た
こ
の
性
格
を

具
え
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
朱
喜
一
に
於
け
る
太
極
は
、

広
域
な
分
野
に
渡
っ
て
把
握
さ
れ
得
る
と
思
わ
れ
る
。
一
連
の
太
極
解
釈

の
流
れ
か
ら
見
れ
ば
、
当
為
或
は
必
然
の
法
則
は
、
存
在
の
根
源
、
そ
の

様
相
の
決
定
因
と
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
は
、

存
在
す
る
も
の
の
存
在
の
し
か
た
、
そ
の
存
在
根
拠
・
意
味
を
問
う
次
元

で
規
定
さ
れ
た
秩
序
と
い
う
意
味
で
、
理
法
と
も
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、

太
極
を
、
こ
の
理
法
と
存
在
の
根
源
・
存
在
の
様
相
の
決
定
因
と
の
何
ら

か
の
統
合
で
あ
る
と
、
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
朱
喜
一
は
、
存
在
の
枠
組
み
を
、
太
極
と
陰
陽
の
二
つ
の
概
念
に
よ
り
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
〕

系
化
す
る
。
陰
陽
は
ま
た
気
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
太
極
（
理
）
は
、
形
而
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上
の
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
、
物
の
形
体
は
気
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
と
い
わ

れ
る
。
従
来
、
朱
蕪
の
太
極
は
、
「
い
み
・
す
じ
み
ち
」
と
し
て
把
え
ら

れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
そ
の
先
駆
を
な
す
安
田
二
郎
氏
は
、
太

極
は
「
有
の
範
礒
で
以
て
把
捉
し
得
ず
」
、
根
元
的
に
は
「
考
え
ら
れ
る

こ
七
」
で
あ
る
上
い
う
。
同
氏
は
有
の
範
嬢
を
「
場
所
．
形
体
．
置
く
べ

き
位
置
」
と
規
定
し
、
こ
れ
を
気
に
該
当
さ
せ
、
気
は
「
こ
れ
ら
の
物
を

能
動
的
に
生
成
し
」
、
「
受
動
的
原
理
で
は
な
い
」
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
理

（
太
極
）
が
有
で
あ
る
の
は
、
～
の
う
ち
に
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
」
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
一

太
極
は
「
意
味
」
で
あ
る
、
と
結
論
す
る
。
こ
の
安
田
説
は
、
朱
喜
一
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
一

に
於
い
て
、
依
然
と
し
て
主
流
を
占
め
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
周
知
の
様
に
、
太
極
と
気
を
区
別
し
、
二
つ
の
概
念
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
）

存
在
を
解
明
す
る
傾
向
は
、
宋
学
に
始
ま
る
。
そ
れ
以
前
は
、
存
在
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
0
一

主
に
気
に
よ
り
説
明
さ
れ
、
太
極
も
物
的
性
格
が
強
い
と
い
わ
れ
る
。

物
的
性
格
を
根
拠
に
、
太
極
は
存
在
の
根
源
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
と
も
い

え
る
。
安
田
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
様
な
太
極
の
物
的
性
格
、
つ
ま
り
そ
の

存
在
の
根
源
と
し
て
の
側
面
は
、
完
全
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
気
が
能
動
的
に
物
を
生
成
す
る
な
ら
ば
、
太
極
は
存
在
の
様
相
の
決

定
因
と
も
解
釈
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
は
、
思
想
史
の
流
れ
か
ら
の
突

然
の
逸
脱
で
あ
り
、
全
面
的
に
肯
首
し
得
な
い
。

　
さ
ら
に
は
、
安
田
氏
も
、
太
極
を
、
「
宇
宙
に
遍
在
す
る
原
理
、
人
間

　
　
　
　
＾
7
〕

の
行
為
の
捷
」
で
あ
る
と
い
い
、
理
法
と
で
査
言
う
べ
き
も
の
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
「
意
味
」
で
も
あ
る
太
極
は
、
主

体
個
人
に
よ
り
理
論
的
に
考
え
ら
れ
る
の
み
の
個
別
的
な
も
の
と
な
る
こ

と
は
否
め
な
い
。
結
局
、
理
法
の
普
遍
性
、
個
別
性
と
普
遍
性
の
統
合
と

い
う
側
面
を
保
証
す
る
余
地
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
意
味
」

と
し
て
の
太
極
は
、
そ
の
客
観
的
実
在
性
を
も
否
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
そ

れ
は
、
現
実
世
界
に
於
い
て
何
ら
能
動
的
性
格
を
持
た
ず
、
ま
た
何
ら
の

機
能
も
果
た
さ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
田
説
の
場
合
、
太
極

を
理
法
・
行
為
の
捷
と
圭
言
い
難
い
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
様
に
、
従
来
の
太
極
解
釈
に
は
多
様
な
問
題
点
が
あ
る
。
本
稿

の
課
題
は
、
こ
の
太
極
解
釈
を
再
検
討
し
、
新
た
な
太
極
概
念
を
考
察
す

る
こ
と
に
あ
る
。
塑
言
す
れ
ば
こ
れ
ば
、
存
在
の
根
源
或
は
存
在
の
様
相

の
決
定
因
と
し
て
、
さ
ら
に
は
理
法
と
し
て
太
極
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
太
極
が
「
意
味
」
・
「
す
じ
み
ち
」
と
さ
れ
る
根
拠
の

検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
①
気
が
具
体
的
形
体
を
も
つ
物
を
生

成
す
る
過
程
を
、
白
然
か
つ
違
続
的
変
化
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
に
気
の
能

動
性
を
認
め
た
こ
と
、
②
有
の
範
醸
を
気
の
み
を
規
準
に
設
定
し
、
太
極

の
物
的
性
格
の
如
何
を
こ
の
範
曉
を
基
に
判
別
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。
①

の
是
否
は
、
存
在
の
様
相
の
決
定
因
と
し
て
の
太
極
解
釈
の
可
能
性
を
、

②
の
有
の
範
嬢
の
検
討
は
、
存
在
の
根
源
と
し
て
の
そ
れ
を
問
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
契
機
に
、
太
極
の
理
法
と
し
て
の
側
面
、
そ
の
実
在

性
を
論
解
で
き
よ
う
。

　
資
料
は
、
『
太
極
図
解
並
び
同
章
句
』
（
以
下
『
章
句
』
と
略
す
一
、
『
朱

子
語
類
』
（
以
下
『
語
類
』
と
略
す
）
を
中
心
に
用
い
る
。

こ
こ
で
は
、
気
の
能
動
・
受
動
の
如
何
、

及
び
そ
の
運
動
に
関
し
て
考
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察
す
る
。
『
太
極
図
説
』
で
は
、
太
極
を
核
に
し
て
、
気
が
人
間
、
万
物

を
，
生
成
す
る
経
過
が
描
か
れ
る
。
そ
の
際
に
、
陰
陽
と
い
う
気
に
関
す
る

語
彙
が
表
れ
る
の
は
、
「
太
極
動
而
生
レ
陽
、
静
而
生
レ
陰
」
と
な
る
段
階

で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
陰
陽
二
気
が
、
そ
の
変
化
に
よ
り
五
行
を
生
じ
る

過
程
は
、
次
の
様
に
説
明
さ
れ
る
。

　
　
動
而
静
、
静
而
動
。
閥
闘
往
来
更
無
二
休
息
一
、
分
レ
陰
分
レ
陽
両
儀

　
　
立
焉
、
両
儀
是
天
地
。
一
中
略
）
陽
変
陰
合
而
生
二
水
火
木
金
土
一
。

　
　
陰
陽
気
也
、
生
二
五
行
之
質
一
。
一
中
略
）
五
行
陰
陽
七
者
、
是
生
レ

　
　
物
底
材
料
　
　
　
　
　
『
語
類
・
九
十
四
』

　
一
一
気
は
一
、
一
度
は
散
じ
H
動
、
一
度
は
凝
り
固
ま
っ
た
り
H
静
、
す

る
。
こ
の
集
散
は
循
環
し
、
間
断
が
無
い
。
す
る
と
、
陰
気
、
陽
気
に
判

れ
融
た
り
、
両
儀
が
成
り
定
ま
る
。
両
儀
と
は
、
天
地
を
い
う
。
或
は
陽

気
が
移
り
動
き
陰
気
を
助
け
、
或
は
陰
気
が
陽
気
と
同
じ
に
な
っ
た
り
し

て
、
水
火
木
金
土
の
五
行
が
作
り
起
こ
さ
れ
る
。
陰
陽
は
気
で
あ
り
、
こ

れ
が
、
五
行
と
い
う
形
の
あ
る
物
を
生
じ
る
。
陰
陽
、
五
行
の
七
つ
の
物

が
、
物
を
形
成
す
る
材
料
で
あ
る
。
ほ
ぼ
以
上
の
よ
う
に
解
せ
よ
う
。

　
筆
者
は
、
「
動
而
陽
、
静
而
陰
」
に
於
い
て
、
動
静
す
る
も
の
を
、
（
一

気
）
と
著
し
た
。
こ
こ
は
、
「
太
極
動
而
生
レ
陽
～
」
に
当
た
り
、
太
極
が

動
静
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
形
而
上
の
太
極
が
動
静

す
る
こ
と
に
な
り
矛
眉
が
生
じ
る
。
（
太
極
の
動
静
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
）
こ
こ
で
は
、
「
動
而
静
」
の
而
の
字
が
意
味
す
る
如
く
、
動
静
と
は
一

・
　
・
　
■
　
一
H
一

つ
の
も
の
の
時
間
差
を
伴
な
う
循
環
運
動
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
運

動
の
中
で
一
つ
の
も
の
が
陰
陽
二
気
に
判
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
．

一
つ
の
も
の
を
仮
に
一
一
気
）
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
朱
喜
一
に
於
い
て
、
物
と
は
「
場
所
・
形
体
・
置
く
べ
き
位

置
」
を
持
つ
も
の
を
い
う
一
『
語
類
・
九
十
四
』
一
。
な
ら
ば
、
厳
密
に
物
と

考
え
ら
れ
る
の
は
、
二
気
）
が
陰
陽
二
気
に
判
れ
た
時
点
以
降
の
気
で
あ

る
。
両
儀
を
天
地
と
い
う
時
、
天
地
は
抽
象
的
な
も
の
で
は
な
い
。
「
両

儀
立
」
の
立
と
は
、
物
が
そ
の
置
る
べ
き
所
を
得
て
そ
こ
に
定
ま
る
こ
と

を
い
う
。
五
行
は
、
五
行
の
質
と
い
わ
れ
る
様
に
、
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ

の
と
し
て
の
性
質
を
具
え
た
形
の
あ
る
物
で
あ
る
。

　
さ
て
、
朱
喜
一
に
よ
れ
ば
、
物
の
形
体
は
気
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
気

を
陰
陽
と
狭
義
に
規
定
し
た
場
合
、
そ
れ
は
、
物
の
形
体
を
構
成
す
る
固

有
の
性
質
を
具
え
る
物
質
（
五
行
一
を
作
り
起
こ
す
も
と
の
物
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
さ
ら
に
拡
大
す
れ
ば
、
五
行
は
陰
陽
に
よ
り
作
り
起
こ
さ
れ
る

の
だ
か
ら
、
五
行
も
、
さ
ら
に
ま
た
陰
陽
と
五
行
を
材
料
に
し
て
構
成
さ

れ
る
人
物
体
躯
も
ま
た
気
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
気

に
関
す
る
概
念
は
、
そ
れ
と
太
極
と
の
関
係
に
於
い
て
も
同
様
に
、
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
2
一

し
た
領
域
で
捉
え
る
必
要
が
生
じ
る
。

　
以
上
の
様
に
、
陰
陽
と
五
行
は
物
の
範
礒
に
該
当
し
気
と
も
い
え
る
が
、

明
ら
か
に
そ
の
質
を
異
に
す
る
。
陰
陽
は
そ
の
変
合
に
よ
り
五
行
を
生
じ

る
の
で
あ
グ
、
固
有
の
性
質
を
具
え
る
と
娃
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
ず

五
行
は
、
陰
陽
の
動
静
に
遵
続
し
て
自
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
陰

陽
の
変
合
と
い
う
運
動
に
よ
り
作
り
起
こ
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
運

動
は
、
五
行
と
い
う
五
つ
の
固
定
し
た
物
質
を
成
す
の
だ
か
ら
、
一
定
の

規
制
的
な
、
或
は
法
則
性
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
陰
陽
の
運
動
の
法
則
の
所
在
が
問
題
に
な
る
。
こ
れ
に
関
し

て
、
『
章
句
』
に
、
「
陰
陽
気
也
。
気
之
所
－
以
二
能
動
静
一
者
、
理
為
二
之
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宰
一
」
と
い
う
註
が
あ
る
。
気
が
動
静
す
る
こ
と
の
で
き
る
理
由
は
、
太

極
一
理
）
が
気
を
お
さ
め
、
と
り
さ
ば
く
働
き
を
す
る
か
ら
で
あ
る
、
と
解

せ
よ
う
。
宰
と
は
、
対
象
を
単
に
お
さ
め
、
と
り
さ
ば
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
対
象
自
体
が
具
え
る
性
質
と
は
係
り
を
持
た
な
い
。
つ
ま
り
、
宰

は
、
、
気
の
動
静
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
そ
の
動
静
の
仕
方
t
係
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
運
動
性
と
そ
の
法
則
と
は
別
の
段
階
に
あ
る
。
即
ち
、

本
来
的
に
運
動
性
を
具
え
る
気
の
運
動
の
法
則
は
、
気
に
は
無
く
太
極
に

有
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
気
は
法
則
が
無
い
限
り
自
ら
運
動
を

起
こ
し
得
な
い
故
に
、
そ
こ
に
運
動
の
発
動
因
も
ま
た
無
い
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
気
の
能
動
性
を
、
そ
れ
自
体
に
内
在
す
る
運
動
の
法
則
と

捉
え
る
な
ら
ば
、
気
に
は
能
動
性
は
存
在
し
な
い
と
い
え
る
。
こ
の
気
の

運
動
に
関
す
る
考
察
は
、
前
述
の
気
の
概
念
か
ら
、
陰
陽
は
無
論
、
五
行
、

延
い
て
は
存
在
者
全
体
に
該
当
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

　
気
は
、
「
只
凝
結
造
作
」
す
る
の
み
で
あ
り
、
運
動
し
物
を
作
り
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
3
一

て
い
く
間
に
許
多
の
澄
津
を
生
じ
る
。
こ
れ
が
、
「
得
二
其
正
且
通
者
一

為
レ
人
、
得
二
其
偏
且
塞
一
為
二
禽
獣
一
」
一
『
大
学
或
問
』
一
、
と
存
在
者
の

種
別
を
生
む
要
因
に
な
る
。
雑
駁
で
な
い
清
白
な
気
は
人
に
、
偏
り
塞
が

れ
た
気
は
禽
獣
な
ど
人
以
外
の
物
に
な
る
。
こ
の
様
に
、
種
別
が
生
じ
る

要
因
は
、
気
の
運
動
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
気
は
運
動
の
間
に
必
然
か
つ

自
然
発
生
的
に
溢
津
を
生
じ
る
。
気
に
よ
り
物
が
形
成
さ
れ
る
以
上
、
種

別
が
生
じ
る
の
は
不
可
避
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
気
の
運
動
は
、
発
生

因
、
或
は
法
則
が
無
け
れ
ば
行
い
得
ず
、
し
た
が
っ
て
種
別
も
生
じ
得
な
い
。

結
局
、
気
は
種
別
を
生
じ
る
直
接
因
で
は
あ
る
が
、
窮
極
因
で
は
な
い
と

い
え
よ
う
。
ま
た
、
存
在
者
の
個
別
性
も
気
の
運
動
に
よ
る
と
説
か
れ
る

が
、
こ
れ
も
同
様
の
結
論
が
で
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
種
別
、
個
別
の
具
わ
っ
た
物
が
存
在
す
る
と
は
、
そ
の
形

体
の
構
成
要
素
を
組
織
し
、
そ
れ
を
作
り
出
す
法
則
が
存
在
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
法
則
は
存
在
の
様
相
の
決
定
因
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
こ
れ
無
く
し
て
物
は
そ
の
形
を
有
し
得
な
い
の
だ
か
ら
、
存

在
の
様
相
の
決
定
因
は
同
時
に
存
在
者
の
存
在
の
根
拠
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
物
が
生
得
的
に
自
ら
に
法
則
を
内
在
さ
せ
、
自
然
法

則
に
従
い
進
化
し
て
き
た
と
い
う
立
場
で
は
肯
首
で
き
よ
う
。
し
か
し
、

朱
喜
一
の
場
合
、
こ
の
存
在
の
様
相
の
決
定
因
と
、
そ
れ
を
根
拠
付
け
る
、

さ
ら
に
気
を
存
在
可
能
に
す
る
要
因
、
つ
ま
り
存
在
の
根
拠
と
は
、
異
な

る
位
層
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。

　
例
え
ば
、
『
語
類
・
九
十
四
』
に
、
次
の
問
答
が
あ
る
。
「
未
だ
物
が
存

在
し
な
い
時
、
何
が
在
る
か
」
の
問
に
朱
喜
一
は
「
是
有
二
天
下
公
共
之
理

一
」
と
答
え
る
。
天
下
と
は
、
存
在
者
が
存
在
す
る
世
界
、
現
実
世
界
を

い
う
。
そ
こ
に
は
普
く
存
在
す
る
共
通
の
理
（
太
極
）
が
在
る
、
と
い
う
の

で
あ
る
。
ま
た
。
「
若
無
二
比
理
一
便
亦
無
二
天
地
一
」
一
『
語
類
・
一
』
一
、
と

理
一
太
極
）
が
無
け
れ
ば
天
地
は
存
在
し
得
な
い
、
と
も
あ
る
。
天
地
は
、

時
に
は
物
を
生
成
す
る
物
の
意
味
に
、
或
は
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
政
治
的

要
素
と
し
て
解
さ
れ
て
き
た
。
現
実
世
界
は
、
天
地
を
基
軸
に
成
立
す
る
。

　
こ
の
場
合
、
理
と
は
、
単
に
存
在
の
様
相
の
決
定
因
と
は
言
い
難
い
。

．
寧
、
そ
れ
は
、
気
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
世
界
を
存
在
可
能
に
す
る
理
、
存

在
の
根
拠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
気
は
運
動
の
法
則
、

ま
た
運
動
の
発
動
因
と
い
う
存
在
の
様
相
の
決
定
因
、
ま
た
そ
れ
と
は
別

の
存
在
の
根
拠
を
も
具
え
て
お
ら
ず
、
そ
こ
に
、
能
動
的
原
理
が
内
在
す
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る
と
は
い
え
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

即
ち
太
極
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

二

結
局
、
そ
れ
ら
は
、

気
と
は
別
に
、

　
気
に
関
す
る
考
察
か
ら
、
太
極
に
は
、
前
述
の
存
在
の
様
相
の
決
定
因
・

存
在
の
根
拠
と
し
て
の
側
面
、
換
一
言
す
れ
ば
、
形
而
上
の
機
能
的
側
面
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
朱
喜
一
以
前
に
は
、
太
極
は
物
的
色
彩
の
強

い
存
在
の
根
源
と
し
て
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
今
後
の
考

察
に
よ
り
そ
の
可
能
性
を
、
有
の
範
曉
の
検
討
も
含
め
て
問
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
形
而
上
の
存
在
と
し
て
の
太
極
を
中
心
に
考
究
す
る
。

　
『
章
句
』
に
於
け
る
太
極
の
註
は
、
「
無
極
而
太
極
」
に
始
ま
る
。
こ

の
語
は
、
周
敦
頭
『
太
極
図
説
』
に
あ
る
。
周
敦
顕
に
於
い
て
は
、
無
極

而
太
極
は
、
あ
る
も
の
の
漸
次
的
変
化
の
過
程
か
、
或
は
一
つ
の
も
の
の

二
様
の
表
現
か
は
明
確
と
は
い
え
な
い
。
一
方
、
朱
薫
の
場
合
、
こ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
M
一

「
非
三
太
極
之
外
別
有
二
無
極
一
」
、
と
一
つ
の
太
極
の
特
質
を
二
様
に

説
い
た
も
の
で
あ
り
、
太
極
に
は
、
”
無
極
”
”
太
極
”
の
二
つ
が
あ
る
の

で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
一
太
極
は
、
”
無
極
”
で
あ
り
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
5
一

か
つ
”
太
極
”
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
不
レ
可
二
将
レ
無
－
極
便
傲
一
レ
太

極
一
」
（
『
語
類
・
九
十
四
』
）
、
と
”
無
極
”
と
”
太
極
”
を
同
一
視
し
て

は
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
太
極
は
、
”
無
極
”
・
”
太
極
”
と
い
う
相
比

し
な
い
二
面
性
を
備
え
、
両
者
を
倶
有
す
る
故
に
太
極
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
そ
こ
で
、
”
無
極
”
・
”
太
極
”
を
各
々
検
討
し
、
太
極
の
全
体
像

を
捉
え
て
み
た
い
。

　
「
無
極
而
太
極
」
に
は
、
次
の
註
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
上
天
之
載
無
声
無
臭
一
是
解
二
無
極
二
字
一
）
而
実
造
化
櫃
紐
品
彙
之

　
　
根
抵
也
（
是
解
二
太
極
二
字
一
）

　
上
天
之
載
は
、
声
臭
が
無
く
一
”
無
極
”
を
解
す
）
、
か
つ
、
万
物
生
成

の
要
で
あ
り
、
存
在
の
多
様
性
の
本
源
で
あ
る
一
”
太
極
”
を
解
す
）
。
簡

訳
す
れ
ば
、
こ
の
様
に
な
ろ
う
。

　
こ
こ
で
も
”
無
極
”
・
”
太
極
”
は
明
確
に
分
別
し
て
解
さ
れ
て
い
る
。

”
上
天
之
載
”
に
注
目
し
た
い
。
『
語
類
・
九
十
四
』
に
は
、
こ
の
言
葉

に
関
す
る
問
答
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
上
天
之
載
は
太
極
か
否
か
」
と

の
問
に
対
し
て
、
「
肯
」
と
は
答
え
て
い
な
い
。
但
、
「
上
天
は
蒼
々
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
”
一

天
で
あ
り
、
載
が
理
を
指
し
て
い
る
」
と
答
え
る
の
み
で
あ
る
。
上
天

之
載
は
、
物
的
色
彩
の
強
い
万
物
生
成
の
要
で
あ
る
天
の
そ
の
こ
と
わ
り

を
指
す
と
い
え
よ
う
。
無
論
、
こ
と
わ
り
は
形
而
上
の
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
こ
と
わ
り
と
し
て
の
太
極
に
声
臭
が
無
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
”
無

極
〃
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
天
之
載
を
太
極
と
し
、
な
い
以

上
、
太
極
は
、
単
な
る
こ
と
わ
り
と
し
て
の
要
素
を
具
え
る
一
方
で
、
こ

れ
と
は
趣
を
異
に
す
る
別
の
要
素
を
も
具
え
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
筆

者
は
、
前
者
を
、
太
極
の
”
無
極
的
側
面
”
、
後
者
を
、
”
太
極
的
側
面
”

と
呼
ぶ
。

　
”
無
極
的
側
面
”
の
考
察
を
進
め
よ
う
。
こ
の
側
面
は
、
声
臭
が
無
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
7
一

感
覚
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
「
形
体
、
位
置
が
無
い
」
と
、
さ
れ

る
。
前
述
の
気
が
も
つ
物
的
性
格
を
完
全
に
排
除
し
た
、
純
粋
に
形
而
上

の
側
面
で
あ
る
。

　
他
面
、
”
無
極
”
は
、
「
以
為
在
二
無
物
之
前
一
而
未
三
嘗
不
レ
立
二
於
有
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物
之
後
一
L
（
『
全
書
』
）
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
物
が
存
在
し
た
後
に
成

り
出
た
も
の
で
は
な
く
物
が
存
在
す
る
以
前
よ
り
存
在
し
て
い
る
。
と
解

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
通
貫
二
全
体
一
。
無
二
乎
不
一
レ
在
」
一
『
全
書
』
）
と
、

続
く
。
”
無
極
”
は
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
全
体
に
、
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
”
無
極
的
側
面
〃
は
、
ま
さ
に
存
在
の
根
拠
を
意
味
す
る
と
い

え
よ
う
。
こ
の
点
で
は
、
”
無
極
”
を
こ
と
わ
り
と
解
す
る
に
は
語
弊
が

生
じ
よ
う
。
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
朱
喜
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎎
一

言
葉
を
使
え
ば
、
”
至
極
の
理
”
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
”
無
極
的
側
面
”
の
み
で
は
存
在
者
は
形
成
さ
れ
な
い
。
気
の

運
動
に
は
法
則
が
必
要
で
あ
る
。
太
極
は
、
「
太
極
即
在
二
陰
陽
裏
一
」
一
『
語

類
・
七
十
二
』
）
、
と
気
に
内
在
す
る
。
形
而
上
の
存
在
と
し
て
の
太
極
は
、

そ
の
限
り
に
於
い
て
自
ら
の
機
能
を
顕
現
す
る
為
に
は
、
気
に
内
在
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
太
極
と
気
は
、
相
即
的
或
は
相
互
補
完

の
関
係
に
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
太
極
が
物
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る

側
面
を
も
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
所
謂
、
”
太
極
的
側
面
”
で
あ
る
。

　
先
の
引
用
で
は
、
”
太
極
”
は
生
成
活
動
の
要
一
造
化
の
櫃
紐
一
で
あ
り
、

存
在
の
多
様
性
の
本
源
（
品
彙
の
根
抵
一
で
あ
っ
た
。
太
極
を
形
而
上
の
存

在
と
限
っ
て
捉
え
れ
ば
、
”
造
化
の
樋
紐
〃
・
”
品
彙
〃
と
は
、
．
気
と
の

何
ら
か
の
関
連
を
示
唆
す
る
言
葉
で
あ
る
。
造
化
は
気
が
行
な
う
が
、
気

そ
れ
自
体
の
み
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
品
彙
は
気
の
運
動
に
よ
り

生
じ
る
が
、
気
に
は
運
動
の
法
則
は
無
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
、
『
語
類
・
九
十
四
』
に
、
「
無
極
是
有
レ
理
而
無
レ
形
一
中

略
一
太
極
是
五
行
陰
陽
之
理
皆
有
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
”
無
極
〃
と
し

て
物
的
性
格
を
否
定
し
理
の
み
が
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
”
太
極
”
に
は

陰
陽
五
行
の
理
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
理
は
、
意
味

す
る
所
を
異
に
す
る
と
い
え
る
。
”
無
極
”
の
理
は
、
物
的
性
格
が
否
定

さ
れ
、
気
の
運
動
と
の
関
係
も
排
除
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
存
在
の
根
拠

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
陰
陽
五
行
の
理
と
い
う
”
太
極
〃
の
理
は
、

陰
陽
五
行
の
存
在
の
根
拠
と
は
い
え
な
い
。
存
在
の
根
拠
と
い
う
以
上
、

そ
の
存
在
に
は
凡
る
存
在
が
包
括
さ
れ
て
お
り
、
取
り
分
け
て
陰
陽
五
行

の
そ
れ
を
強
調
す
る
必
然
は
無
い
。
し
た
が
っ
て
、
陰
陽
五
行
の
理
と
は
、

陰
陽
五
行
が
そ
の
運
動
を
行
う
た
め
の
理
、
即
ち
そ
の
運
動
の
法
則
と
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
。
造
化
の
櫃
紐
、
品
彙
に
係
る
”
太
極
”
は
、
気
の
運

動
の
法
則
と
し
て
の
太
極
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が
、
太
極
の
”
太

極
的
側
面
”
で
あ
る
。

　
太
極
を
形
而
上
の
存
在
と
し
て
捉
え
た
時
、
そ
こ
に
は
存
在
の
根
拠
”
無

極
的
側
面
”
と
、
気
の
運
動
の
法
則
、
存
在
の
様
相
の
決
定
因
”
太
極
的

側
面
”
が
あ
る
。
存
在
の
根
拠
と
し
て
、
ま
た
運
動
の
法
則
一
人
間
の
体

躯
も
気
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
運
動
に
は
人
間
の
緒
行
為

も
含
ま
れ
る
）
と
し
て
、
太
極
は
現
実
杜
会
に
於
い
て
そ
の
機
能
を
果
た

す
と
い
え
る
。
即
ち
、
こ
の
太
極
の
二
側
面
は
、
そ
の
機
能
面
か
ら
考
察

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
太
極
は
実
在
性
を
具
え
る
。

　
翻
っ
て
、
太
極
の
物
的
性
格
は
完
全
に
払
拭
さ
れ
得
て
い
る
か
は
疑
問

で
あ
る
。
抑
々
、
太
極
が
品
彙
の
根
抵
で
あ
る
と
い
う
時
、
こ
の
根
抵
と

は
物
が
そ
こ
か
ら
生
れ
て
く
る
み
な
も
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
に
物
的
性

格
を
具
有
し
て
い
る
感
を
禁
じ
得
な
い
。
つ
ま
り
、
太
極
を
何
ら
か
の
物

的
性
格
を
具
え
た
存
在
の
根
源
と
し
て
解
す
る
可
能
性
が
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
所
謂
「
太
極
動
而
生
レ
陽
、
静
而
生
レ
陰
」
と
い
う
、
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太
極
の
動
静
の
問
題
に
、
更
に
は
気
一
陰
陽
）
の
発
生
の
問
題
に
係
っ
て
こ

よ
“
つ
。
そ
こ
で
、
存
在
の
根
源
と
し
て
の
太
極
と
そ
の
動
静
に
関
し
て
論

及
す
る
。

一一一

　
こ
こ
に
到
る
迄
、
物
的
性
格
は
、
形
・
場
所
を
有
し
、
感
覚
の
対
象
に

な
る
こ
と
と
設
定
さ
れ
、
そ
の
対
象
は
気
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
有
の
範
礒

も
同
様
の
枠
組
み
に
従
う
も
の
で
あ
っ
た
。
太
極
の
形
而
上
性
は
、
こ
の

物
的
性
格
の
有
無
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
太
極
と
気
は
こ
の
性
格
を
規
準

に
し
て
峻
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
準
は
、
唯
一
無
二
の
も
の
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎎
一

言
い
難
い
。
『
老
子
・
王
弼
注
』
は
こ
の
点
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い

る
。　

例
え
ば
、
十
四
章
に
「
無
状
の
状
・
無
物
の
象
」
と
形
容
さ
れ
る
も
の

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
王
弼
に
よ
れ
ば
、
「
状
況
即
ち
動
き
と
し
て
顕
わ
れ

な
い
状
態
（
無
状
の
状
）
、
物
で
は
な
い
も
の
の
静
的
な
か
た
ち
（
無
物
の

象
）
」
、
し
た
が
っ
て
「
形
体
も
無
く
、
感
覚
の
対
象
と
な
ら
な
い
」
が
、

「
物
が
そ
こ
か
ら
生
じ
る
故
に
無
で
は
な
く
、
形
を
顕
す
こ
と
が
な
い
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎎
一
・
　
・

に
物
と
し
て
有
で
は
な
い
」
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
形
体
感
覚
に
よ

る
有
無
の
範
曉
に
限
定
さ
れ
ず
、
し
か
し
同
時
に
そ
こ
か
ら
物
が
生
じ
る
、

つ
ま
り
万
物
の
根
一
お
お
も
と
・
み
な
も
と
）
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
と
い
え
よ
う
o

　
こ
の
無
状
の
状
、
無
物
の
象
と
形
容
さ
れ
る
も
の
と
、
太
極
を
照
合
し

て
み
る
時
、
気
と
の
判
別
の
規
準
の
み
に
よ
っ
て
太
極
の
物
的
性
格
を
否

定
す
る
こ
と
は
、
妥
当
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
寧
ろ
、
形
象
は
無

い
に
も
拘
ら
ず
品
彙
の
根
抵
で
あ
る
と
い
う
、
換
言
す
れ
ば
、
存
在
の
根

源
と
も
考
え
ら
れ
る
太
極
の
側
。
面
は
、
注
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

『
語
類
・
九
十
四
』
に
は
、
「
天
地
万
物
の
お
お
も
と
・
み
な
も
と
一
天
地

万
物
之
根
）
を
指
し
て
”
太
極
”
、
無
声
無
臭
の
妙
を
指
し
て
”
無
極
”
」

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
物
で
は
な
い
が
も
の
と
し
て
は
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
一

れ
得
る
太
極
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。
窮
極
、
太
極
は
”
至
物
”
1
1

物
で
あ
っ
て
物
で
な
い
も
の
、
あ
ら
ゆ
る
物
の
形
を
成
し
て
い
な
い
お
お

も
と
、
即
ち
存
在
の
根
源
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
つ
い
で
、
こ
の
太
極
の
動
静
に
関
す
る
考
察
を
行
い
た
い
。
太
極
を
形

而
上
の
存
在
と
し
た
場
合
、
そ
れ
に
よ
り
物
の
形
体
を
構
成
す
る
要
素
を

生
じ
る
動
静
は
、
否
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
物
で
あ
っ
て
物

で
な
い
も
の
と
捉
え
た
場
合
、
動
静
は
別
の
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

　
『
語
類
・
九
十
四
』
に
、
太
極
の
動
静
は
「
動
而
無
レ
動
静
而
無
レ
静
、

神
也
。
当
二
即
レ
此
兼
着
丁
之
」
と
あ
る
。
神
と
は
、
形
の
有
る
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
一
2
1
〕

は
違
い
な
い
が
、
形
の
か
ぎ
り
で
な
い
も
の
、
を
い
う
。
ま
た
、
陰
に

属
さ
ず
陽
に
も
属
さ
な
い
「
莫
レ
測
」
も
の
で
あ
る
。
朱
喜
一
は
、
こ
の
神

の
動
静
と
照
合
し
て
太
極
の
動
静
を
考
え
る
べ
き
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

前
述
の
太
極
観
か
ら
鑑
み
れ
ば
、
神
と
太
極
は
非
常
に
近
似
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
さ
ら
に
『
語
類
』
に
は
、
神
は
形
而
上
の
理
を
い
う
、
と
も

あ
る
。
そ
こ
で
、
神
の
動
静
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
太
極
の
動
静
を
考
え

て
み
た
い
。

　
前
記
の
「
動
じ
て
動
ず
る
こ
と
無
く
、
静
に
し
て
静
な
る
こ
と
無
し
」
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と
は
、
動
じ
な
い
・
静
で
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
朱
喜
一
に
よ
れ
ば
「
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
2
一

中
有
レ
静
、
静
中
有
レ
動
」
と
、
動
の
中
に
静
が
、
静
の
中
に
動
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〃
）

こ
と
だ
と
さ
れ
、
そ
の
例
と
し
て
「
水
陰
根
レ
陽
、
火
陽
根
レ
陰
」
が
揚

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
以
下
の
様
に
解
さ
れ
よ
う
。

　
水
、
火
は
物
で
あ
る
。
水
は
、
水
以
外
の
何
物
に
も
変
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
水
は
、
火
を
消
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
同
時
に
火
を
つ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
火
も
ま
た
然
㌦
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
水
、
火
が
こ
の
様

な
物
と
な
る
以
前
の
段
階
で
は
、
様
子
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
水
は
陰
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
陽
が
移
り
動
き
陰
を
助
け
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

陰
で
あ
る
水
は
∴
陽
を
そ
の
基
と
し
た
こ
と
に
よ
り
始
め
て
水
で
あ
り
得

る
。
水
が
そ
の
形
を
有
す
る
為
に
は
、
陰
で
あ
り
ま
た
か
つ
陽
で
も
あ
る

も
の
、
静
で
あ
り
動
で
も
あ
る
も
の
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
固

定
し
た
形
を
も
た
ず
、
し
か
し
ま
た
物
の
形
を
成
す
の
だ
か
ら
無
で
は
な

く
、
さ
ら
に
そ
の
た
め
に
自
在
に
動
静
す
る
こ
と
わ
り
を
具
え
た
も
の
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
も
の
の
動
静
を
、
「
動
中
有
レ
静
、
静
中
有
レ
動
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
存
在
の
根
源
と
し
て
の
太
極
は
、
ま
さ
に
こ
の
様
な
も
の
を
い
う
の
で

あ
り
、
そ
の
動
静
と
は
、
動
で
あ
り
ま
た
静
で
も
あ
る
と
い
う
如
く
感
覚

を
超
越
し
た
も
の
の
動
静
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
一
で
扱
っ

た
陰
陽
二
気
に
判
れ
る
以
前
の
仮
に
一
一
気
一
と
呼
ん
だ
も
の
が
太
極
で
あ

り
、
太
極
の
動
静
に
よ
り
気
が
生
じ
る
と
考
え
る
の
は
、
論
理
上
当
然
の

帰
結
と
も
い
え
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
尚
朱
喜
一
は
、
太
極
の
形
而
上
性
に
固
執
す
る
。
そ

の
場
合
の
動
静
の
論
理
は
、
「
太
極
は
陰
陽
に
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
体

用
の
理
論
に
そ
っ
て
言
え
ば
、
陰
陽
に
即
し
て
そ
の
根
本
的
な
も
の
、
本

体
（
体
）
が
太
極
で
あ
り
、
そ
の
派
生
的
な
も
の
、
現
象
一
用
）
が
陰
陽
の
動

　
　
　
　
一
聖

静
で
あ
る
L
、
と
総
括
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
来
、
体
用
一
本
体
と
そ
の
現
象
一
と
は
、
同
一
物
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
刎
一

に
於
け
る
そ
れ
を
指
す
。
し
か
し
、
朱
幕
の
論
理
で
は
、
太
極
の
機
能

は
そ
れ
自
体
の
う
ち
で
は
な
く
、
陰
陽
を
通
じ
て
顕
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
太
極
と
陰
陽
を
峻
別
し
た
意
図
に
反
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ

ら
に
、
そ
の
論
理
を
認
め
た
と
し
て
も
、
気
の
発
生
の
問
題
は
解
決
さ
れ

ず
に
残
る
。
気
は
、
太
極
が
存
在
し
た
後
、
始
め
て
存
在
が
可
能
な
の
で

あ
る
。
気
の
発
生
に
つ
い
て
何
ら
か
の
文
献
が
有
っ
て
然
る
べ
き
に
も
拘

ら
ず
、
筆
者
の
管
見
に
は
無
い
。
結
局
、
太
極
の
動
静
に
関
す
る
朱
喜
一
の

論
理
は
、
暖
味
の
感
を
逃
れ
得
な
い
。

　
し
か
し
、
観
点
を
変
え
れ
ば
、
太
極
は
動
静
す
る
一
一
気
）
で
あ
る
と
論

理
的
に
は
結
論
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
形
而
上
性
を
主
張
し
た
点
に
こ
そ
問

題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
四
で
は
、
こ
の
点
を
考
察
し
、
朱
喜
一
の
太
極
観

を
総
括
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
太
極
を
、
存
在
の
根
拠
・
根
源
と
捉
え
る
こ
と
か
ら
目
を
転

．
じ
、
当
為
・
必
然
の
法
則
と
し
て
考
え
る
時
、
そ
の
形
而
上
性
の
重
要
性

は
際
立
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
、
動
静
の
聞
題
に
関
す
る
矛
眉
の
解
決
の
一

端
を
探
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
”
性
〃
に
関
し

て
若
干
の
論
及
を
す
る
。
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『
章
句
』
で
は
、
性
に
つ
い
て
、

　
　
性
即
太
極
、
自
三
其
為
二
天
地
万
物
公
共
之
理
一
面
言
則
謂
二
之
太
極

　
　
一
、
自
三
其
在
二
人
物
稟
受
一
面
言
則
謂
二
之
性
一
、
天
地
生
物
凡
有

　
　
レ
物
必
有
レ
則
。

と
い
う
註
が
あ
る
。
性
は
と
り
も
な
お
さ
ず
太
極
で
あ
る
。
天
地
万
物
の

公
共
の
理
、
普
遍
的
な
理
が
太
極
で
あ
り
、
人
物
が
真
受
し
た
理
が
性
で

あ
る
、
と
解
さ
れ
る
。

　
こ
の
理
と
は
、
物
が
有
れ
ば
必
ず
則
が
あ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
法
則

或
は
規
範
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
物
的
性
格
を
完
全
に
排
除
し
た
、

太
極
の
形
而
上
の
側
面
で
あ
る
。
端
的
に
は
、
性
と
は
、
本
来
あ
る
べ
き

世
界
（
理
想
と
さ
れ
る
世
界
観
）
の
も
と
で
、
人
物
が
本
来
あ
る
べ
き
位
置

に
於
い
て
、
為
す
べ
き
行
為
一
心
の
働
き
、
情
緒
も
含
め
て
）
の
規
範
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
妬
一

り
、
絶
対
善
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
性
は
、
太
極
の
形
而
上
の
側
面
の
み
に
係
る
故
に
、
「
才
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
脆
一

レ
性
、
被
二
気
質
拘
定
一
」
と
、
気
の
働
き
が
無
い
限
り
人
物
に
真
受
さ

れ
得
ず
、
正
通
偏
塞
と
い
う
気
の
作
用
を
受
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
善

即
ち
、
性
・
規
範
に
背
く
こ
と
は
、
一
重
に
気
に
起
因
す
る
こ
と
に
な
る
。

気
は
、
そ
の
動
静
運
動
の
間
に
、
白
然
発
生
的
に
澄
津
を
生
じ
、
正
通
偏

塞
な
気
に
な
る
。
故
に
、
気
に
は
、
本
来
的
に
不
善
の
要
因
が
内
在
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
太
極
を
絶
対
善
で
あ
る
形
而
上
の
存
在
と

し
た
以
上
、
当
然
の
結
論
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
故
に
、
太
極
は
陰
陽

を
生
じ
る
一
気
と
は
言
い
得
な
い
。
朱
喜
一
が
、
気
の
発
生
因
を
結
局
陵
味

に
せ
ざ
る
を
得
な
い
一
因
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一

歩
論
を
進
め
れ
ば
、
気
の
運
動
の
発
動
因
も
、
そ
の
存
在
の
根
拠
も
太
極

に
あ
る
故
に
、
不
善
を
為
す
窮
極
の
要
因
は
、
太
極
に
向
け
ら
れ
る
と
も

い
え
よ
う
。
存
在
者
は
、
太
極
を
根
拠
に
存
在
し
、
そ
れ
に
起
因
す
る
不

善
を
克
服
す
る
為
に
太
極
に
従
う
と
い
う
、
自
ら
の
在
り
方
に
係
る
一
種

の
背
反
す
る
矛
盾
を
背
負
っ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
朱
喜
一
に
於
け
る
太
極
は
、
存
在
の
根
拠
・
気
の
運
動
の
法
則
と
し
て
の

存
在
の
様
相
の
決
定
因
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
行
為
の
規
範
と
捉

え
た
場
合
、
太
極
は
理
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
理
法
は
、
凡
る
存

在
者
の
存
在
の
根
拠
で
あ
る
故
に
、
普
遍
性
を
持
つ
。
こ
の
存
在
の
根
拠

か
つ
理
法
で
あ
る
形
而
上
の
存
在
と
し
て
の
太
極
は
、
現
実
社
会
に
実
在

し
、
そ
の
機
能
を
果
た
す
。
一
方
、
太
極
は
、
物
で
あ
っ
て
物
で
は
な
い

至
物
H
、
存
在
の
根
源
と
し
て
の
側
面
を
合
わ
せ
も
つ
。
こ
の
存
在
の
根

拠
と
存
在
の
根
源
と
い
う
並
立
し
得
な
い
二
側
面
を
合
わ
せ
も
つ
点
に
こ

そ
、
動
静
に
関
す
る
矛
盾
、
或
は
存
在
者
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
係
る
矛

盾
の
原
因
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

注

（
1
）
戸
田
豊
三
郎
、
本
田
済
な
ど
の
著
作
を
参
照
し
た
。
尚
、
そ
の
影
響

　
　
下
に
あ
る
思
想
と
は
、
朝
鮮
及
び
日
本
朱
子
学
を
指
す
。

一
2
）
本
稿
で
は
、
存
在
論
を
存
在
者
と
そ
の
根
拠
を
問
う
学
と
規
定
す
る
。

（
3
）
『
周
子
全
書
』
を
用
い
た
。
同
書
に
は
、
『
朱
子
語
類
』
か
ら
関
連

　
　
文
を
摘
出
し
『
集
説
』
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
本

　
　
稿
の
引
用
文
中
に
『
全
書
』
と
あ
る
の
は
こ
れ
を
指
す
。

一
4
）
『
章
句
』
、
『
語
類
』
そ
の
他
に
よ
る
。
ま
た
、
厳
密
に
は
、
太
極
は
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理
そ
の
も
の
と
は
言
い
難
い
が
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
は
論
及
し
な

　
　
い
。
ま
た
表
記
の
際
は
、
引
用
文
を
除
き
、
太
極
に
統
一
し
、
必
要

　
　
に
応
じ
て
太
極
（
理
）
と
し
た
。

（
5
）
朱
喜
一
に
よ
り
大
成
さ
れ
た
学
説
、
及
び
そ
の
系
統
上
に
あ
る
学
説
を

　
　
総
括
し
て
朱
子
学
と
い
う
。

（
6
）
例
え
ば
、
↓
中
庸
章
句
・
二
十
章
』
な
ど
。

（
7
）
安
田
二
郎
「
朱
子
の
存
在
論
に
於
け
る
「
理
」
の
性
質
に
つ
い
て
L

　
　
『
中
国
近
世
思
想
研
究
』
・
一
九
七
六
・
筑
摩
書
房
。
六
三
～
一
〇

　
　
二
頁
。

（
8
）
例
え
ば
、
市
川
安
司
、
島
田
慶
次
、
尾
藤
正
英
緒
氏
の
研
究
な
ど
で

　
　
あ
る
。

（
9
）
宋
代
に
発
展
し
た
形
而
上
学
を
指
す
。
周
敦
頭
、
張
載
、
程
願
な
ど

　
　
が
代
表
的
な
思
想
家
で
あ
る
。

（
1
0
）
楠
本
正
継
『
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
』
な
ど
を
参
照
し
た
。

一
n
）
場
所
・
形
体
を
持
つ
場
合
は
、
物
と
表
記
し
た
。
時
に
指
摘
し
な
い

　
　
限
り
、
こ
の
物
に
は
人
問
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
太
極
の
如
く
、
物

　
　
と
は
言
え
な
い
が
物
の
根
源
と
は
い
え
る
場
合
は
、
も
の
と
表
記
し

　
　
た
。

（
1
2
）
一
般
に
理
気
論
で
は
、
太
極
に
対
し
て
陰
陽
、
理
に
対
し
て
気
と
い

　
　
う
関
係
で
四
つ
の
語
は
使
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
気
を

　
　
陰
陽
を
含
む
広
義
の
概
念
と
し
て
扱
う
為
、
敢
え
て
太
極
に
対
し
て

　
　
気
と
い
う
語
彙
を
使
用
し
た
。

一
1
3
）
『
語
類
・
一
』
そ
の
他
に
よ
る
。

（
1
4
）
『
語
類
・
九
十
四
』
、
『
章
句
』
な
ど
多
く
の
文
献
に
見
ら
れ
る
。

（
1
5
）
一
太
極
に
於
け
る
二
側
面
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
無
極
、
太
極

　
　
は
、
”
　
”
を
付
け
て
表
記
し
た
。

（
1
6
）
『
語
類
．
九
十
四
』
、
蒼
蒼
者
是
上
天
、
理
在
二
載
字
上
一
。

一
1
7
一
『
語
類
』
、
『
章
句
』
そ
の
他
、
同
様
の
趣
旨
の
文
は
数
多
い
。

（
1
8
）
『
語
類
・
九
十
四
』

一
1
9
）
台
湾
中
華
書
局
印
行
版
を
用
い
た
。
十
四
章
は
同
書
八
頁
に
あ
る
。

　
　
王
弼
は
、
「
無
状
、
無
象
、
無
声
、
無
臭
」
、
「
欲
レ
言
日
レ
無
邪
、
而
物

　
　
由
以
成
、
欲
レ
言
レ
有
邪
、
而
不
レ
見
二
其
形
状
一
」
と
注
を
付
け
て

　
　
い
る
。

一
2
0
一
前
揚
一
1
9
）
、
六
章
。

（
2
ユ
）
『
周
子
通
書
』
、
「
不
レ
離
二
於
形
一
而
不
レ
圃
二
於
形
一
」

（
2
2
）
『
語
類
・
九
十
四
』
、
『
周
子
通
書
』
な
ど
。
『
周
子
通
書
』
は
、
『
太

　
　
極
図
並
び
同
図
説
』
以
外
の
周
敦
願
の
著
述
を
、
朱
喜
一
が
編
纂
し
、

　
　
註
を
付
け
た
書
で
あ
る
。

（
2
3
）
『
語
類
・
九
十
四
』
そ
の
他
に
よ
る
。

一
2
4
）
島
田
慶
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
、
そ
の
他
を
参
照
し
た
。

（
2
5
）
『
語
類
・
四
』
、
『
同
・
十
八
』
そ
の
他
に
よ
る
。

（
2
6
）
『
語
類
・
九
十
四
』
、
『
同
・
四
』
そ
の
他
に
同
様
の
文
が
あ
る
。

一
は
や
か
わ
・
ま
さ
こ
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科

在
学
中
一
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